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健康づくりのための身体活動・運動の実践に影響を及ぼす原因の解明と 

科学的根拠に基づく対策の推進のためのエビデンス創出 

研究代表者 澤田亨（早稲田大学 スポーツ科学学術院 教授） 

研究要旨 

 健康づくりのための身体活動・運動の実践に影響を及ぼす原因の解明と科学的根拠に基づく対策の推進のた

めのエビデンスを創出することを目的に、各研究班および研究班全体で以下の課題に取り組んだ。

1）身体活動・運動量を減少させる社会人口統計学的要因の特定（井上班）

2）身体活動・運動量の増加及び座位行動の減少策の検討（岡班）

3）安全に運動指導をおこなうためのソフトおよびハード要件の解明（小熊班）

4）身体活動・座位行動指標の評価法の開発および妥当性の検討（小野班）

5）妊産婦の身体活動ガイドライン（案）作成（中田班）

6）身体活動指針の認知度と国民の行動変容の関係解明（原田班）

7）身体活動・運動による健康効果の機序解明（宮地班）

8）アクティブガイド 2023（案）作成（研究班全体）

研究分担者（50音順） 

井上  茂 東京医科大学・教授 

岡 浩一朗 早稲田大学・教授 

小熊 祐子 慶應義塾大学・教授 

小野  玲 国立健康・栄養研究所・部長 

中田 由夫 筑波大学・教授 

原田 和弘 神戸大学・教授 

宮地 元彦 早稲田大学・教授 

Ａ．研究目的 

（1） 身体活動・運動量を減少させる社会人口統計学

的要因の特定（班長：井上 茂） 

 本研究班は、国民の身体活動の減少に関連する社会

人口統計学的要因および地域環境要因を特定するた

め 2 つの研究を実施した。 

2） 身体活動・運動量の増加及び座位行動の減少策

の検討（班長：岡 浩一朗） 

 本研究班は、身体活動量及び運動量の増加と座位行

動の減少策に資するエビデンスを創出するために 2

つの研究を実施した。

3） 安全に運動指導をおこなうためのソフトおよびハ

ード要件の解明（班長：小熊 祐子） 

本研究班は、安全に運動を実施するためのソフ

ト・ハード両面の要件を明らかにすることを目的

に３つの研究を実施した。

4） 身体活動・座位行動指標の評価法の開発および

妥当性の検討（班長：小野 玲） 

 本研究班は、身体活動・座位行動指標の評価法

の開発および妥当性の検討を目的に 3つの研究を

実施した。 

5） 妊産婦の身体活動ガイドライン（案）の作成（班長：

中田 由夫） 

 本研究班は、妊産婦の身体活動ガイドライン

（案）の作成を目的にスコーピングレビューを実

施した。 
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6) 身体活動指針の活用実態および行動変容の解明

（班長：原田 和弘） 

 本研究班は、身体活動指針の活用実態を明らか

にするとともに、ガイドと行動変容の関連を解明

することを目的に 6つの研究を実施した。 

7) 身体活動・運動による健康効果の機序解明（班

長：宮地 元彦） 

 本研究班は、身体活動・運動による健康効果の機

序を解明することを目的に研究を実施した。 

8) アクティブガイド 2023（案）作成（研究班全体）

2024 年 1 月に「健康づくりのための身体活動・運動

ガイド 2023」が公表された。このガイドは、厚生労働省

が「健康日本 21（第三次）」における身体活動・運動分

野の取り組みを推進するため、健康づくりに関わる専

門家、政策立案者、職場管理者、その他健康・医療・

介護分野における身体活動を支援する関係者を対象

に身体活動・運動に係る推奨事項や参考情報をまと

めたものである。このガイドが個人の健康づくりの維

持・増進に貢献するためには、ガイドの推奨事項や参

考情報を一般の方にも分かりやすく伝えて行動変容を

促すことが重要である。このため、広く国民に周知する

ためのリーフレット（仮称：アクティブガイド 2023）を作

成する。 

Ｂ．研究方法 

本研究班は、研究代表者と研究分担者 7 名で構

成した。研究の進め方としては、本研究班として通

算 8 回目となる全体班会議を 2024 年 3 月 18 日に

開催して以降、2024 年 9 月 20 日に統括会議、2024
年 6 月 7 日、9 月 30 日、10 月 10 日、ワーキング

グループ会議開催し、各研究班の進捗状況を報告・

確認するとともに、研究班全体としての調整を行

った。

1） 身体活動・運動量を減少させる社会人口統計学

的要因の特定 

【研究 1】として、身体活動・運動量の推移に関連

する人口統計学的要因を明らかとするため、1995～

2019 年の国民健康・栄養調査データを分析した。 

【研究 2】については、多様な都市類型（122 都市）

において身体活動・運動量に関連する社会人口統計学

的および地域環境要因を明らかにするためにこれま

での調査結果を横断的・縦断的に分析した。

2） 身体活動・運動量の増加及び座位行動の減少策

の検討 

【研究 1】として、筋トレ実践率や、推奨事項の

遵守者・非遵守者の特徴を明らかにするために、運

動習慣者の割合が低い勤労世代を対象に、筋トレ

の実施状況と関連要因の関連を調査した。

【研究 2】については、成人を対象に、場面・強

度別身体活動時間、総座位時間および身体活動ガ

イドライン遵守と主観的活力感の関連について検

討した。

3） 安全に運動指導をおこなうためのソフトおよびハ

ード要件の解明 

【研究 1】は、既存のエビデンスの整理を目的

に、余暇身体活動中の有害事象に関するスコーピ

ングレビューを実施して発生頻度と種類に関する

先行知見を整理した。 

【研究 2】については、運動前健康チェックの

施行とその評価を目的に、「運動開始前の健康チ

ェックシート」と「身体活動の現状評価」を基に

作成したウェブ上の健康チェックを全国 41施設

で実施し、使用感についてアンケート調査を行っ

た。 

【研究 3】は、安全に運動を実施するためのソ

フト・ハード両面の要件を明らかにするために、

アメリカスポーツ医学会の運動施設基準を参考に

して安全管理に必要なハード要件を整理した。ま

た、全国 494施設を対象に施設における運動の実

態と有害事象・ヒヤリハットについて縦断的に調
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査した。 

 

4） 身体活動・座位行動指標の評価法の開発および

妥当性の検討 

 【研究 1】は、座位行動の評価手法および座位行動

と健康アウトカムとの関連性についてナラティブ

レビューを実施した。 

 【研究 2】については、日本国内で流通している

主要メーカーの歩数計と活動量計に関する機種別

の特徴を整理した。 

 【研究 3】は、国民健康・栄養調査で使用されて

きた振り子式歩数計と、加速度計を内蔵した活動

量計の歩数を比較検証するために 2 種類の実験的

研究を実施した。実験 1では、成人男女 19名を対

象に、70～130 歩/分の範囲で 10 歩/分追加した 7

つの歩調による歩行セッションを行い、各歩調下

での 2 分間歩行中の歩数を各機器で測定して比較

した。実験 2 では、40 歳未満の 19 名と 65 歳以上

の 23名を対象に自由生活環境下で 3機器を同時に

装着してもらって歩数を取得した。 

 

5） 妊産婦の身体活動ガイドライン（案）の作成 

 健康日本 21（第三次）の推進に関する基本的な

方向のひとつである「ライフコースアプローチを

踏まえた健康づくり」を踏まえると、身体活動・

運動分野として取り組むべき課題のひとつに、妊

産婦を対象とした身体活動指針の作成が挙げられ

る。そこで、妊産婦を対象とした身体活動指針を

作成するための情報収集を進めるためにスコーピ

ングレビューを実施した。 

 

6) 身体活動指針の活用実態および行動変容の解明 

 【研究 1】身体活動指針の認知実態の経年変化を

明らかにすること、身体活動指針を読んだ際に国

民がどのように受け止めるのかを明らかにするこ

と、身体活動指針の認知が身体活動の行動変容に

及ぼす影響を明らかにすることの 3 点を目的とし

た研究を行った。 

 【研究 2】2,256 人を対象に、身体活動増加の最

大許容時間に関する調査を行った。 
 【研究 3】では、全国 47 都道府県の保健部門を

対象に「健康づくりのための身体活動・運動ガイド

2023」の認知および活用実態を調査し、38 都道府

県から回答を得た。 

 【研究 4】は、健康運動指導士における身体活動

指針の認知および活用の実態を明らかにすること

を目的に 415 人の健康運動指導士を対象に調査を

実施した。 
 【研究 5】は、理学療法士における身体活動指針

の認知および活用の実態を明らかにすることを目

的に 123 施設に勤務する理学療法士 192 人を対象

に調査を実施した。 
 【研究 6】は、医師における身体活動指針の認知

および活用の実態を明らかにすることを目的に

1,323人の意思を対象に調査を実施した。 
 

7) 身体活動・運動による健康効果の機序解明 

 日本人中高齢者の最高酸素摂取量の加齢に伴う

縦断的変化について、同一個人の反復測定による

縦断解析を用い、加齢による最高酸素摂取量の変

化を明らかにするとともに、これまでの横断研究

と比較した。日本人成人 585 人を最大 12 年間追跡

調査した。そして、加齢に伴う最高酸素摂取量の単

一の平均軌道と回帰式を推定した。 
 
8) アクティブガイド 2023（案）作成（研究班全体） 

 「健康づくりのための身体活動・運動ガイド 2023」に

基づくとともに、これまでの本研究班における研究成

果を踏まえて、成人・高齢者・こども別に身体活動・運

動の推奨事項を、一般の方にもわかりやすくまとめた

ガイド（案）を作成する。 

 

 各研究班の研究方法の詳細については、各分担

研究報告書を参照されたい。 
 
（倫理面への配慮） 
 すべての研究は「人を対象とする生命科学・医学

系研究に関する倫理指針」を遵守しており、所属施

                                                                            3



設の倫理委員会の承認を得る必要がある研究につ

いては適切に申請し、承認を得ている。個人情報の

取り扱いなどの方法に関する詳細については、各

分担研究報告書を参照されたい。

Ｃ．研究結果 

1） 身体活動・運動量を減少させる社会人口統計学

的要因の特定 

歩数は性、年齢階級（75 歳以上を除く）、地方、お

よび都市規模別にみたすべての層において減少して

いた。運動量は女性、65 歳未満の成人、小都市（人口

5 万人未満の市または町村）といった特性で大きく減

少していた。身体活動量が少ない人たちの人口統計学

的要因としては高齢者、非就労者、低所得者、独居で

ない者、外出頻度が少ない者（週 1 日未満）の総歩行

時間が短かった。一方、近隣環境要因では商店等の目

的地、公共交通機関、運動場所等へのアクセスが不良

であること、モデルとなる運動実践者を見かけないこ

と、身体活動支援環境（物理的・社会的）が整ってい

ないこと、中心市街地に賑わいがなく、住居が中心市

街地から離れていること、社会参加が少ないこと、ソ

ーシャルキャピタルが不良な地域の総歩行時間が短

かった。さらに、良好な地域環境は人口統計学的要因

を調整しても、身体活動および運動実践の推進におい

て有用であることが明らかとなった。

2） 身体活動・運動量の増加及び座位行動の減少策

の検討 

【研究 1】の結果、勤労者の筋トレ実践率は 15.5%

（男性 18.9%、女性 12.1%）であった。一方、約 7

割の勤労者が習慣的な筋トレ実施に対して動機づ

けが低い傾向にあった。また、筋トレ推奨事項遵守

の社会人口学的・社会経済的関連要因については、

女性、50 代、世帯収入 300 万円未満、痩せおよび

肥満、座業中心の者において、定期的な筋トレを実

践している割合が低かった。

 【研究２】の結果は、総座位時間が長いことは主

観的活力感が低いことと関連していた。場面・強度

別に評価した身体活動指標においては、仕事場面

の高強度身体活動時間を除くすべての項目で、各

種身体活動時間が長いことは主観的活力感が高い

ことと関連していた。また、ガイドラインに基づく

推奨値を満たしていることと主観的活力感が高い

ことが関連していた。

3） 安全に運動指導をおこなうためのソフトおよびハ

ード要件の解明 

【研究 1】【研究 2】【研究 3】から、ソフト面で

は運動前の健康チェックやリスク層別化の標準

化、運動指導者の教育・啓発が必要であることが

示唆された。ハード面では、緊急対応物品の整備

と定期的な訓練、転倒予防や重大事故対応のため

の基準策定の必要性が示唆された。 

4） 身体活動・座位行動指標の評価法の開発および

妥当性の検討 

【研究 1】の結果、これまで十分に検討されてい

ない疾患群があることが明らかになった。 

【研究２】については、対象にした 34機種のうち

振り子式歩数計は 3 機種で、その他はすべて加速

度式の活動量計であった。また、加速度式の活動量

計すべてが歩数キャンセル機能を備えていたが、

設定条件はメーカー間で差異がみられた。 

【研究 3】については、いずれの実験においても

振り子式歩数計は活動量計と比べて歩数が少なく

計測されることが明らかとなった。特に実験 2 の

結果からは、高齢者においてその差異がより顕著

であることが確認された。一方で、機種間の測定値

には高い相関が認められ、回帰式を用いることで、

AS-200 の測定値から他の測定値に相当する値とし

て換算を行うことができると考えられる。これに

より、機種間の差を考慮しながら、長期的なモニタ

リングにも活用できる可能性が示唆された。

5） 妊産婦の身体活動ガイドライン（案）の作成

PubMed、Cochrane、PshcInfo、医中誌 Web

の 4 つの文献データベースを対象に 1,748 件の論
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文情報を収集し、1 次および 2 次スクリーニング

によって 57 件を抽出した。その結果、適度な身

体活動は、分娩様式、母体の体重管理、精神的健

康、児の出生体重、早産、妊娠合併症などに好影

響を与える可能性が示された。本研究の結果を踏

まえて妊産婦を対象とした身体活動ガイドライン

（案）を作成した。 

 

6) 身体活動指針の活用実態および行動変容の解明 

 【研究 1】における縦断調査とランダム化比較試

験による検証の結果、2022～2024 年度における身

体活動指針の認知率は 14.3%～18.4%程度であり

認知率の明確な上昇傾向は示されなかったこと、

身体活動指針を読んだ際の国民の受け止め方は全

体として良好であるものの、受け止め方が低調な

者は情報の分量や明瞭さ・簡潔さ等に問題意識を

持っている傾向にあること、身体活動指針の認知

は、身体活動の実践状況へ必ずしも直接的な好影

響をもたらさないものの、身体活動指針の知識や

身体活動の行動意図には好影響をもたらすことの

3点が、主に明らかとなった。 

【研究 2】の結果、対象者のおよそ半数は 1 日 15
分の身体活動増加を許容しており、身体活動増加

の最大許容時間の平均は 1 日 17.0 分であった。女

性より男性、40 歳代より 20 歳代、低世帯収入者よ

り高世帯収入者、現在の身体活動時間が短い者よ

り長い者が身体活動増加の最大許容時間が長い傾

向であった。 
 【研究 3】の結果、78.9%が健康増進計画策定時

にガイドの内容を知っていた。計画策定時にガイ

ドを参考にした割合は 44.7%であり、2015～2016年

に行われた調査の 29.8%と比較して向上していた

が、半数未満にとどまった。 

 【研究 4】の結果、ほとんどの項目で 90%以上の

高い認知率が確認された。身体活動指針の活用状

況については、何らかの業務で 85%以上が活用し

ており、今後の活用意向も高かった（96.9%）。 
 【研究 5】の結果、身体活動指針の認知率は 19.3％、

知識の正答率は 4.2％にとどまり、臨床での活用は

限定的であった。一方で、今後の活用意向は高く、

講習会や紙媒体、動画などの支援が求められてい

た。 

 【研究 6】の結果、、身体活動指針の認知率は高

くなく、一部の医師が診療の場等で使用している

のみであることがわかった。 

 
7) 身体活動・運動による健康効果の機序解明 

 この結果、調査期間における平均年齢は 50.2 歳、

最高酸素摂取量は 31.7 mL/kg/分だった。暦年齢の

上昇に伴い, 男女ともに最高酸素摂取量が低下し, 
１暦年齢ごとの最高酸素摂取量の平均低下速度

（95%信頼区間）は、男性 -0.162 (-0.236 to -0.088)、
女性 -0.135（-0.173 to -0.096）mL/kg/分であった。

これらのことから、加齢に伴い最高酸素摂取量は

減少し、その低下速度は女性よりも男性の方が大

きいことが確認された。 
 
8) アクティブガイド 2023（案）作成 

 以下のガイド（案）を作成した。 
1．成人のためのアクティブガイド（案） 

2．高齢者のためのアクティブガイド（案） 

3．こどものためのアクティブガイド（案） 

 

Ｄ．考察 

 

1） 身体活動・運動量を減少させる社会人口統計学

的要因の特定 

 今後、【研究１】で明らかにした層における身体

活動・運動の促進および機会創出の強化の必要性

が示唆された。、また、【研究 1】【研究 2】から、不

活動に陥りやすい対象者の特性を考慮するととも

に、地域環境の整備は身体活動の促進および運動

実践の向上に資する可能性が示唆された。 
 

2） 身体活動・運動量の増加及び座位行動の減少策

の検討 

 新ガイドに示された国民が「筋トレを週 2～3 日

行う」ことを推進するためには、人口統計学的・社

会経済的要因や個人の筋トレに対するレディネス
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を考慮に入れたきめ細かく実効性が高い方策の必

要性が示唆された。また、ウェルビーイングの充実

に向けた身体活動・運動の役割について検討した

【研究２】の結果から、あらゆる場面（仕事場面の

高強度身体活動を除く）の身体活動が主観的活力

感に関与するという先行研究を後押しする結果を

得るとともに、座位行動の多寡が主観的活力感の

高低に関与する可能性を示唆する新たなエビデン

スを創出した。

3） 安全に運動指導をおこなうためのソフトおよびハ

ード要件の解明 

【研究 1】【研究 2】【研究 3】から、今後は、こ

れらの要件を体系的に整理し、国内事情に即した

ガイドラインの策定と、安全管理体制の強化を図

ることが重要だと考えられた。 

4） 身体活動・座位行動指標の評価法の開発および

妥当性の検討 

【研究 1】におけるレビューでは、今後の研究課

題として、整形外科疾患などのこれまで十分に検

討されていない疾患群との関連、健康リスク低減

に資する座位時間のカットオフ値の設定、座位時

間の短縮を目指す介入の有効性評価などの必要性

が示唆された。【研究 1】における知見は、機器の仕

様による測定特性の違いを理解する上で有用であ

り、異なる機種を用いた研究結果の比較や、健康指

導など現場での活用にあたって、歩数測定機器の

特徴を十分に考慮する必要性を示唆するものであ

った。 

5） 妊産婦の身体活動ガイドライン（案）作成（中田班）

妊産婦の健康づくりのために今回作成したガイ

ドラインが活用されることが望まれる。 

6) 身体活動指針の活用実態および行動変容の解明

【研究 3】については、今後、地方自治体におけ

るガイドの具体的な活用支援策の検討が求められ

る。【研究 5】については、今後は教育と実践支援

の両面から、理学療法士における身体活動指針の

普及と活用促進を図る必要がある。【研究 6】につ

いては、今後、わかりやすいツールの提供や、その

ツールを活用するための講習会の開催などが必要

だと考えられた。 

7) 身体活動・運動による健康効果の機序解明（宮地

班） 

 年齢および性別を踏まえた有酸素運動の指導が

望まれる。 

8) アクティブガイド 2023（案）作成（研究班全体）

今回作成したガイドラインが各対象層に活用さ

れることが望まれる。

Ｆ．健康危険情報 

なし。

Ｇ．研究発表 

1．書籍

1) 福島教照、井上茂. 「健康づくりのための身体

活動・運動ガイド 2023」推奨シート：高齢者版

e-ヘルスネット 身体活動・運動 [わが国の身体

活動・運動施策 ]. 2024. https://www.e-

healthnet.mhlw.go.jp/information/exercise/

s-00-004.html

2) 井上 茂. 「健康づくりのための身体活動・運動

ガイド 2023」情報シート：身体活動支援環境に

ついて. e-ヘルスネット 身体活動・運動 [わが

国 の 身 体 活 動 ・ 運 動 施 策 ]. 2024.
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6



ける 意義と医師との関わり, 第 1章.運動・身

体活 動の健康における意義と医師との関わり. 

日本医師会. 運動・健康スポーツ医学委員会. 

健康スポーツ医学実践ガイド～多職種連携の

すゝめ～. 文光堂. 東京. 2022. 2-5, 6-10, 

159-162.

5) 小熊祐子. 成人・熟年期の健康維持における身

体活動のガイドラインとエビデンスー総論・疫

学―. 日本臨床スポーツ医学会学術委員会百寿

時代の運動・スポーツのトリセツ日本臨床スポ

ーツ医学会からの提案 ナップ社 東京 2022

11-24.

6) 澤田亨. 第 3 章 働く人の健康指導について.

堤明純. 職場の健康づくりを支援する. 中央労
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ーツ医学会誌 31(4) S143, 2023

22) 小熊祐子 . ジョイントシンポジウム  JAETP,

日本メディカルフィットネス研究会 JMFS『医

療と運動施設の連携』医療と運動施設の連携 ～

医師の立場から～. 第 42 回 日本臨床運動療法

学会学術集会, 2023 年 9 月

23) 小熊祐子. シンポジウム 行動変容による疾病

の予防と健康寿命の延伸 －改めて国民の心を

動かすためには「社会全体の行動変容をシステ

ムズアプローチで考える」. 第 31 回日本医学会

総会, 2023 年 4 月

24) 小熊祐子. シンポジウム 30 運動療法のサイエ

ンス 運動ガイドラインと医療連携. 第 66 回日

本糖尿病学会年次学術集会, 2023 年 5 月

25) 小熊祐子. 教育講演Ⅰ 身体活動・運動を安全に

行うためのポイント. 第 2 回厚生労働大臣認定

健康増進施設 学術大会, 2024 年 3 月

26) 平田昂大, 中村学, 伊藤智也, 齋藤義信, 小熊

祐子, 今井丈, 平川一貴, 安藤穣. 高齢者を対象

とした運動介入試験におけるヒヤリハット事例

の分析 ～単一運動施設の利用者を対象とした

無作為化比較試験の事例～. 第 26 回日本運動疫

学会学術総会, 2024 年 6 月

27) 平田昂大, 小熊祐子, 伊藤智也, 齋藤義信, 近

藤敬介, 西ヶ谷達則, 塩原沙知, 沼田彩, 川﨑景

太. 公共運動施設のトレーニング室の職員を対

象とした安全意識の調査. 第 32回日本健康教育

学会学術大会, 2024 年 7 月

28) 平田昂大, 髙尾良英, 勢登智章, 黒瀬聖司, 齋

藤義信, 佐藤真治, 都竹茂樹, 小熊祐子. 単一運

動施設における利用者の属性と有害事象の発生

頻度の調査. 第 78 回日本体力医学会大会, 2024

年 9 月

29) 平田昂大, 黒瀬聖司, 齋藤義信, 佐藤真治, 都

竹茂樹, 小熊祐子. シンポジウム５ 「健康づく

りのための身体活動・運動ガイド 2023 を活用し

た運動指導」「安全・安心に運動指導を行うため

のポイント」. 第 43 回日本臨床運動療法学会学

術集会, 2024 年 9 月 

30) 黒瀬聖司, 平田昂大, 齋藤義信, 佐藤真治, 都

竹茂樹, 小熊祐子. 全国の運動施設におけるリ

スク管理と主要血管イベント発生の実態. 第 43

回日本臨床運動療法学会学術集会, 2024 年 9 月

31) 佐藤真治. 標準的な運動プログラムを踏まえ

た身体活動・運動を安全に行うためのポイント：

内科的疾患. 第 3 回厚生労働大臣認定健康増進

施設学術大会. 2025 年 3 月

32) Nakagata T., Yamada Y., Taniguchi M., Nanri H.,

Kimura M., Miyachi M., Ono R. Comparison of step-

count outcomes across seven different activity

trackers: A free-living experiment with young and

older adults. International Society of Behavioral

Nutrition and Physical Activity (ISBNPA), Omaha,

Nebraska, USA, May 20–23, 2024.

33) 中潟崇. 【シンポジウム】体力科学と予防医学

の融合：身体活動と運動の役割を考える 三次予

防分野における身体活動量の評価法・課題. 第

78 回日本体力医学会大会, 佐賀大学 (佐賀県佐

賀市), 2024 年 9 月 2 日～4 日.

34) 安岡実佳子. 【シンポジウム】体力科学と予防

医学の融合：身体活動と運動の役割を考える 有

疾患者に対する身体活動及び座位行動. 第 78 回

日本体力医学会大会, 佐賀大学 (佐賀県佐賀市),

2024 年 9 月 2 日～4 日.

35) 小野玲. 【シンポジウム】体力科学と予防医学

の融合：身体活動と運動の役割を考える—がん

サバイバーの健康課題に対する身体活動と座位

行動の効果. 第 78 回日本体力医学会大会, 佐賀

大学 (佐賀県佐賀市), 2024 年 9 月 2 日～4 日.

36) 小野玲, 中塚清将, 井上茂, 中潟崇, 安岡実佳

子, 前田恵, 村田典子, 福田治久. 1 回 30 分、週

2 回、1 年以上の運動習慣は生命予後に影響する

か：LIFE Study. 第 35 回日本疫学会学術総会（高

知県高知市）, 2025 年 2 月 12 日～ 2 月 14 日.
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37) 田島敬之, 原田和弘, 齋藤義信, 武田典子, 小

熊祐子. 身体活動指針の提示が日本人成人の知

識・信念・意図・行動の変容に及ぼす影響: 無作

為化比較試験. 2024 年 11 月. 第 11 回日本予防理

学療法学会学術大会. 口述発表.

38) 原田和弘, 田島敬之, 齋藤義信, 武田典子, 小

熊祐子. 身体活動指針の認知が身体活動の実践

に及ぼす影響：２時点の縦断調査. 2025 年 3 月.

第 26 回日本健康支援学会年次学術大会. 一般演

題口頭発表.

39) 原田和弘, 田島敬之, 齋藤義信, 武田典子, 小

熊祐子. 日本人成人における身体活動増加の最

大許容時間の現状と社会人口統計学的要因との

関連. 2024 年 6 月. 第 26 回日本運動疫学会学術

総会. ポスター発表.

40) 原田和弘．ガイドライン認知と身体活動．日本

体力医学会特別大会―2023 東京シンポジウム

―．一般公募シンポジウム 4（新たに公表される

「健康づくりのための身体活動・座位行動指針」

に関するインフォメーションシート）．2023 年 9

月．

41) 小熊祐子. シンポジウム 内科 1「アクティブガ

イド改訂案」 慢性疾患を有する人向けの身体活

動ガイドライン総論. 第 34 回 日本臨床スポー

ツ医学会学術総会, 2023 年 11 月, 日本臨床スポ

ーツ医学会誌 31(4) S143, 2023

42) 小熊祐子 . ジョイントシンポジウム  JAETP,

日本メディカルフィットネス研究会 JMFS『医

療と運動施設の連携』医療と運動施設の連携 ～

医師の立場から～. 第 42 回 日本臨床運動療法

学会学術集会, 2023 年 9 月 

43) 小熊祐子. シンポジウム 行動変容による疾病

の予防と健康寿命の延伸 －改めて国民の心を

動かすためには「社会全体の行動変容をシステ

ムズアプローチで考える」. 第 31 回日本医学会

総会, 2023 年 4 月

44) 小熊祐子. シンポジウム 30 運動療法のサイエ

ンス 運動ガイドラインと医療連携. 第 66 回日

本糖尿病学会年次学術集会, 2023 年 5 月

45) 小熊祐子. 教育講演Ⅰ 身体活動・運動を安全に

行うためのポイント. 第 2 回厚生労働大臣認定

健康増進施設 学術大会, 2024 年 3 月

46) Susumu S. Sawada, Yuko Gando, Shigeru Inoue,

Keisuke Kuwahara, Motohiko Miyachi, Yoshio

Nakata, Yuko Oguma, Koichiro Oka. New Japanese

guidelines on physical activity and sedentary

behaviour. The 10th International Society for

Physical Activity and Health Congress (ISPAH).

Paris, France. 2024 年 10 月 28 日

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況（予定を含む） 

1．特許取得

なし。

2．実用新案登録 
なし。

3．その他 
なし。
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